
昭和56年 広 報 市民のうごき
3月末現在(前月との比較)

h' 4月号 Jょっ‘ す
人 口 39，366人 +42 

男 18，767人 十25

女 20，599人 十17

No.30 1 
世帯 11 ，911世帯

面積 240.93平方キロメ トル

昭和56年4月1日発行発行大洲市役所編集:市長公室

(喜多幼稚園で)

もうすぐ新学期が始まります。
ことしの新入学児童は、市内15の小学校で

624人(男 306入、女 318人)で、昨年の
654人と比較すると30人減っています。
新入学児童をお持ちのこ、家庭では、健康の

ことをはじめ、うまく集団生活を送れるだろ
うか、友だちはできるだろうか、交通事故に
あったりしないだろうか一一ーなどなど心配
のタネカfっきないことと思います。

なかでも忘れてはならないことは、交通ル
ールのしつけです。行動範囲が広がっていき
ますので¥ー度お母さんと一緒に通学路を歩
き、どこが危いか、どこで注意するか教えてお
きたいものです。

また、朝学校に送り出すときは、次の点に
十分気をつけましょう。

。出かけるときにしカ、らない

O忘れものをさせない

。通学時間にゆとりをもたせる

今月の納税 静固定資産税第 1期(納期は4月30日)



(2) 

3月定例市議会

お お ず広報大洲市民憲章
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第
二
八
一
回
三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
二
日
間
・
・

:
A

:

:

の

会

期

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

:

:

企

こ
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
当
初
予
算
案
件
十
二
件
、
昭
和
五
十
五
年
:
・

:
A

・
:
度
補
正
予
算
案
件
五
件
、
条
例
関
係
三
十
四
件
、
そ
の
他
ハ
件
の
五
十
九
議
案
と
・
:
・
ム

・

陳

情

二

件

が

提

出

さ

れ

審

議

さ

れ

ま

し

た

。

:

:

・

企

開
会
日
九
日
に
、
近
田
市
長
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
予
算
編
成
方
針
な
ど
に

:
:
:
A

-

つ

い

て

提

案

理

由

の

説

明

を

行

い

ま

し

た

。

:

企

大
沙トl

i庄市
長

田

，二~

13 

提案理由を説明する近田市長

一
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
み
な
さ
ま
が
た
の
温
か
い
ご
支
持
に
よ

り
、
再
び
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
四
万
市
民
の
信
任
に
応
え
る
た
め
、

今
後
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
、
大
洲
市
発
展

に
尽
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
カ
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私
の
二
期
日
は
、
一
期
の
単
な
る
継
続
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
L

考
え
て
お
り
ま
す
。

無
投
豆
歪
ヨ
選
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
で
も
、

市
民
の
意
思
確
認
と
い
う
厳
粛
な
機
会
を
経

て
、
新
し
い
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
と

い
う
自
覚
に
立
ち
、
心
を
新
た
に
し
て
、
二

期
目
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

そ
れ
は
、

H

住
み
よ
く
魅
力
あ
る
地
域
、
豊

か
で
活
力
の
あ
る
地
域
H

を
目
指
し
て
、
次

の
四
つ
の
桂
を
重
点
施
策
と
し
て
市
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

即
ち
、

w
地
域
の
連
帯
と
生
活
を
大
切
に

す
る
運
動
の
推
進
H

H

市
政
運
営
の
合
理
化
と

公
正
で
明
る
い
創
造
性
あ
る
市
政
の
推
進
、

の
二
つ
を
基
礎
に
し
て

毛k

一
、
豊
か
な
産
業
経
済
基
盤
の
確
立

二
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備

一
ニ
、
社
会
福
祉
の
充
実
と
健
康
を
守
る
生
活

条
件
の
整
備

四
、
翠
ヨ
の
振
興
と
地
方
文
化
の
育
成

の
推
進

を
図
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

基
本
方
針

内
外
共
に
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で

行
政
に
対
す
る
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、

そ
の
内
容
も
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
今
後
四
年
間
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
要
請
、
雲
主
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
の

具
体
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
度
の
地
方
財
政
は
更

に
き
び
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
財
政
の

健
全
化
を
図
る
た
め
歳
出
を
抑
制
し
、
全
体

と
し
て
需
要
の
伸
び
が
圧
縮
さ
れ
る
傾
向
を

ふ
ま
え
な
が
ら
本
市
も
こ
の
よ
う
な
情
勢
を

厳
粛
に
受
け
と
め
、
園
、
県
と
よ
り
緊
密
な

連
携
を
保
ち
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に

財
政
の
健
全
化
を
維
持
し
な
が
ら
効
率
的
な

運
営
に
努
め
、
積
極
的
な
市
政
を
展
開
す
る

考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
よ
り
編
成
し

ま
し
た
昭
和
五
十
六
年
当
初
予
算
の
は
総

額
で
百
三
億
五
千
四
百
四
十
五
万
円
に
達

し
、
前
年
度
に
比
べ
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の

伸
、
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
一
般
会

計
六
十
七
億
五
千
七
百
万
円
(
前
年
比
七
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
増
)
、
特
別
会
計
二
十
億
二
千

四
百
六
十
五
万
円
(
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
)
、

企
業
会
計
十
五
億
七
千
二
百
八
十
万
円
(
六

.
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
)
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
申
し
上
け
ま
す
と
、
一
般

財
源
の
う
ち
、
そ
の
根
幹
を
な
す
税
収
に
つ

き
ま
し
で
は
、
十
五
億
一
千
四
百
三
十
一
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
地
方
交
付

税
、
地
方
議
与
税
な
ど
三
つ
き
ま
し
で
は
、

前
年
度
実
績
な
ど
に
基
づ
き
、
確
実
に
見
込

め
る
額
を
計
上
し
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
一
般

財
源
は
、
三
十
八
億
一
千
四
百
三
十
一
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
県
支
出
金

お
よ
び
市
債
な
ど
の
特
定
財
源
は
、
現
行
の

制
度
に
基
づ
き
、
見
込
額
を
計
上
し
て
い
ま

す
c受

益
者
負
担
の
公
平
の
原
則
に
基
づ
き
、

数
年
間
据
え
置
い
て
い
ま
し
た
使
用
料
、
手

数
料
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
ほ
か
、
一
一
層
財
源
の
確
保
に
つ
と
め
、
財

政
の
安
定
を
図
り
、
事
業
の
進
展
を
期
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



おおず

大
洲
市
農
村
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員

会
条
例

八
多
喜
地
区
に
大
洲
市
農
村
定
住
セ
ン
々

ー
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
執
行
機
関
の

附
属
機
関
と
し
て
の
委
員
会
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

大
洲
市
隣
保
館
葦
詔
置
条
例

広報

大
洲
市
隣
保
館
等
設
置
に
伴
い
条
例
の
整

備
を
は
か
る
た
め
、
大
洲
福
祉
会
館
条
例
を

廃
止
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

明るい市づくりにつとめる

大
洲
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

現
行
の
二
部
一
室
十
五
課
一
.
所
を
三
部
一

室
十
三
課
一
所
に
す
る
も
の
で
す
。
開
発
部

を
産
業
経
済
、
建
設
の
両
部
に
分
割
し
三
部

制
に
し
ま
す
。
ま
た
、
課
は
、
総
務
、
財
政

争
総
務
財
政
課
に
、
農
政
、
農
地
開
発
を
農

業
開
発
に
統
合
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
行
政
機
構
の
合
理
化
を
図
り
、

よ
り
適
切
な
執
行
体
制
の
確
立
の
た
め
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

新
し
い
部
、
課
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
総
務
部
市
長
公
室
、
総
務
財
政
課
、
会

計
課
、
税
務
課
、
市
民
課
、
保
険
衛
生
課
、

福
祉
事
務
所
、
同
和
対
策
課

V
産
業
経
済
部
農
業
開
発
課
、
農
業
土
木

課
、
商
工
観
光
課

V
建
設
部
建
設
課
、
都
市
整
備
謀
、
建
築

住
宅
課
、
水
道
課

郷土を愛し、(3) 

大
洲
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

ホ
ー
ル
、
会
議
室
な
ど
の
使
用
料
金
の
改

定
を
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
よ
り
実
施

す
る
た
め
で
す
。

大
洲
市
税
条
例
の
一
部
改
正

郵
便
料
金
な
ど
の
値
上
げ
に
よ
り
、
督
促

手
数
料
を
七
十
円
に
改
定
す
る
な
ど
で
す
。

大
洲
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

各
種
手
数
料
を
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

O
印

鑑

登

録

証

の

交

付

七

十

円

O
租
税
公
課
に
関
す
る
証
明
、
土
地
、
建
物

に
関
す
る
証
明
、
公
簿
、
公
文
書
、
図
面

の
閲
覧
、
印
鑑
に
関
す
る
証
明
、
住
民
票

の
閲
覧
、
住
民
票
の
写
し
、
住
所
居
住
に

関
す
る
証
明
、
事
実
に
関
す
る
証
明
、
公

簿
、
公
文
書
、
図
面
等
の
謄
本
お
よ
び
抄

本

百

円

大
洲
車
止
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

大
洲
市
立
幼
稚
園
の
入
園
料
を
、
昭
和
五

十
六
年
四
月
一
日
よ
り
、
二
千
円
に
改
定
す

る
も
の
で
す
。

大
洲
市
立
図
書
館
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

大
洲
市
立
博
物
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正

大
洲
市
立
公
民
館
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

大
洲
市
立
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
改
正

大
洲
市
立
農
村
婦
人
の
家
設
置
条
例
の
一
部

改
正会

議
室
な
ど
の
使
用
料
金
を
、
昭
和
五
十

六
年
四
月
一

H
よ
り
改
正
す
る
も
の
で
す
の

大
洲
市
立
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
屋
外
運
動

場
照
明
施
設
使
用
条
例
の
一
部
改
正

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
、
昭
和
五
十

六
年
四
月
一
日
よ
り
使
用
料
を
一
時
間
に
つ

き
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

新
谷
中
学
校
千
九
百
円
、
大
洲
北
中
学
校

千
八
百
円
、
平
野
中
学
校
千
円
、
大
洲
束

中
学
校
九
百
円
、
肱
東
中
学
校
八
百
円

大
洲
南
中
学
校
六
百
円
、
蔵
川
小
学
校

三
百
円
、
柳
沢
中
学
校
二
百
円
、
一
一
一
一
善
小

学
校
二
百
円
。

士
一
月
議
会
以
後
に
異
動
の
生
じ
た
も
の

を
中
心
に
補
正
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
・
四
億
四
千
二
十
二
万
円
を

追
加
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
予

算
総
額
は
、
八
十
九
億
四
千
九
百
七
十
三
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
同
期
に

比
べ
十
六
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

吉
田
利
男
助
役
の
退
任
に
と
も
な
い
、
後

任
の
助
役
に
酒
井
千
春
総
務
部
長
が
選
任
さ

れ
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

。
酒
井
千
春
助
役
の
略
歴

O

住
所
大
洲
市
柚
木
一

A

コ
一
二
番
地
の
一

生
年
月
日
大
正
十
五
年
ご
一
月
十
七
H

昭
和
国
年
横
須
賀
海
軍
工
作
学
校
卒

昭
和
ロ
年
一
二
善
村
農
地
委
員
会
書
記

昭
和
四
年
合
併
に
よ
り
大
洲
市
産
業
課

こ
の
後
、
産
業
第
一
一
課
長
、
産
業
第
一
課

長
、
農
政
課
長
を
歴
任

昭
和
日
年
開
発
部
長

昭
和
田
年
総
務
部
長

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

吉

田

利

男

私
こ
と
、
三
月
一
日
付
を
も
っ
て
大
洲
市

助
役
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旧
菅
田
村
に
奉
職
以
来

A

二
十
五
年
の
長
き

に
わ
た
っ
で
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温

情
あ
ふ
れ
る
ご
支
援
ご
指
導
に
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
な
か
っ
た
こ
と
が

多
か
っ
た
と
存
ビ
ま
す
が
、
任
期
を
全
う
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
ご
支
援
の
た
ま

も
の
と
感
謝
い
た
し
て
わ
り
ま
す
。

今
、
大
洲
市
は
、
道
路
網
の
整
備
、
生
活

環
境
の
改
善
、
事
未
基
盤
の
確
立
な
ど
大
洲

市
の
将
来
を
決
定
す
る
重
要
な
問
題
が
山
積

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
田
市
長
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
ご
努
力
で
、
必
ず
や
進
路
が

聞
け
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

私
も
こ
れ
か
ら
一
人
の
市
民
と
し
て
、
大

洲
市
発
展
の
た
め
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
、

こ
れ
ま
で
の
ご
恩
に
報
い
た
い
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

終
り
に
な
り
ま
し
て
失
礼
で
す
が
、
皆
様

の
一
層
の
ご
多
幸
と
、
市
の
発
展
を
わ
祈
り

申
し
上
け
、
言
葉
足
り
ま
せ
ん
が
退
任
の
ご

あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
・
旧
助
役
ご
あ
い
さ
つ

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

酒

井

千

春

不
肖
私
、
こ
の
程
、
大
洲
市
助
役
と
し
て

ご
推
挙
を
受
け
、
去
る
一
一
一
月
九
日
の
大
洲
市

議
会
に
お
い
て
、
ご
同
意
を
い
た
だ
き
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

か
え
り
み
ま
寸
と
、
昭
和
二
十
一
一
年
に
一
一
一

善
村
農
地
委
員
会
書
記
と
し
て
奉
戦
以
来
、

一
一
一
十
四
年
余
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
ご
指
導
に
よ
り
ま
し
て
お

蔭
で
過
分
の
要
職
を
わ
与
え
い
た
だ
き
、
心

よ
り
厚
く
む
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
洲
市
は
、
市
政
施
行
の
目
標
と
し
て
、

H

住
み
よ
い
魅
力
あ
る
地
域
、
豊
か
で
活
力

あ
る
地
域
H

を
か
か
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
近
田
市
長
の
よ
き
補
佐
役
と

し
て
、
全
力
を
傾
注
し
大
洲
市
発
展
の
た
め

に
努
力
い
た
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
背
憾
の
相
変
ら
ぬ
ご
指
導
ご

鞭
縫
を
心
か
ら
む
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

助
役
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



なからだをつくり、高い教義を身につける。 広報おおず (4) 

ある大洲ヘ
当初予算

地万交付税
201，意8，22己万円

(30目87る

昭和辞度塁霊童書予算の規模

議室 用

計

100，367 

992‘068 

4，728 

1，680，837 

18.65 

ム 6.40

j昭和56年
; 当初予算

)総額

1103億 2

5警445万円 j
(前年比6.8%増) 1 

大社i怖の新年度予算(土、一般会;

計、特別会計、企業会計を合わせ;

て総額103諮5，445万円となり、初:

めて100協の大台を越えました。~

の当初予算に比較して、 6! 
，740万円、 6.8%の増加となっ i

ています。 1
内訳{立、一般会計ーが67龍之700万;

円で、前年比4鵠7，200万円、 7.5 ~ 

%の増加、特別会計が20龍之465万j

円で、蔀年比 21，き9，344万円、 17.0! 

ラるの増加、企業会計が151.意7，280i 
万円で、1f意804万円、6. の減と i

なっています。~

今年震の財政め見通しは、国に j

おいても財段再建二年討にあたり;

過去、景気浮揚のため巨額の公債;

に依存してきた時政体質からの転i
挽を迫られ、公憤発行対前年上と二i
兆円減と税の増収で賄える範陣内!

;こ庄縮されましたo ! 
このような状況下にわいて、大;

洲市では、封殺の健全イとを維持す;

るため、さき初予算は財源の晃通し:

の確定的なものを中心に編成しま;

した。 と

当初予算に計上された主なもの

は、農村注生母進センタ

9，200万丹、特定地区農業捕造改

に1{意 675万円、平小新

〈増築費;こ1{意 400万円などです。



豊かで活力
年

おおず広報と郷土を築く。
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(6) 自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる。

新学期を前に

家庭教育h

最
近

H

家
庭
内
暴
力
、
校
内
暴
力
H

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
市
で
は
、
昨
年
、
女
子
高
校
生
の
非
行
が
発
生
し
、
同
世

代
の
子
を
持
つ
親
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
も
と
で
、
家
庭
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

i
1ー
ー
そ
の
役
割
と
あ
り
方
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
よ
く
考
え
て
み
た

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
さ
き
ご
ろ
、
平
野
地
区
で
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
を
中
心
に
し
て
、
家
庭
教
育
の
現
状
と
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
教
育
っ
て
何
つ

子
供
は
、
ふ
だ
ん
の
親
と
子
の
何
気
な
い

接
触
、
日
常
生
活
の
何
で
も
な
い
一
コ
て

一
コ
マ
か
ら
親
の
強
い
影
響
を
受
け
ま
す
。

た
と
え
ば
、
夫
婦
、
げ
ん
か
の
時
の
親
た
ち

の
言
い
合
い
か
ら
、
親
を
ま
た
社
会
の
縮
図

を
理
解
し
、
や
が
て
は
、
子
供
の
性
格
や
考

え
方
の
形
成
に
少
な
か
ら
ず
作
用
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
家
庭
教
育
と
は
、
堅
苦
し
い

お
題
目
や
確
立
し
た
教
育
方
針
で
は
な
く
、

子
供
と
の
ふ
だ
ん
の
接
触
が
家
庭
教
育
の
最

も
大
切
な
場
で
あ
る
わ
け
で
す
。

大
切
な
時
期
は
っ

教
育
や
し
つ
け
の
効
果
が
、
子
供
の
心
に

い
ち
ば
ん
浸
透
す
る
の
は
、
幼
稚
園
か
ら
小

学
校
三
、
四
年
生
に
か
け
て
で
す
。

親
や
教
師
の
は
た
ら
き
か
け
が
柔
軟
な
心

に
し
み
こ
ん
で
、
人
柄
な
り
性
格
の
基
礎
が

形
づ
く
ら
れ
て
い
く
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
親
と
子
供
の
心
理
的
な
距

離
が
非
常
に
近
く
、
親
に
何
で
も
話
し
た
が

り
ま
す
。
学
校
で
あ
っ
た
ご
と
、
友
だ
ち
の

こ
と
な
ど
を
し
き
り
に
聞
い
て
も
ら
お
う
と

し
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
「
い
ま
忙
し
い
か
ら
し
な
ど
と
、

そ
っ
気
な
い
態
度
を
と
る
の
は
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
、
子
供
の
話
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
が
子
供
と
の
接
触
の
第
一
歩
で
す
。

大
切
立
こ
と
は
っ

教
育
と
は
、
単
に
(
子
が
上
手
に
書
け
る
よ

う
に
な
る
と
か
、
計
算
の
し
か
た
を
教
え
る

こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が
善
く
で
、

何
が
悪
い
こ
と
な
の
か
、
ど
ん
な
時
に
う
れ

し
さ
を
感
ビ
、
ま
た
心
の
痛
み
を
覚
え
る
か

ど
ん
な
場
合
に
感
謝
の
念
を
持
っ
か
ー
ー
と

い
っ
た
的
確
な
判
断
力
と
豊
か
な
情
操
を
、

ふ
だ
ん
の
生
活
を
通
し
て
養
う
ご
と
が
大
切

で
す
。最

近
H

家
庭
内
暴
力
H

が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
崇
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

一
言
で
は
片
づ
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
た
だ
言

え
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
子
供
で
も
、
あ
る
日

突
然
そ
ん
な
行
動
に
出
る
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

も
や
も
や
し
た
気
分
が
、
家
庭
と
い
う
白

由
に
ふ
る
ま
え
る
場
で
発
散
で
き
な
い
と
か
、

親
に
対
す
る
何
ら
か
の
不
満
が
だ
ん
だ
ん
高

じ
て
、
や
が
て
爆
発
す
る
と
い
う
ケ
1
ス
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
供
の
も
や
も
や
・
不
満

を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
親
と

子
が
楽
し
い
ふ
ん
囲
気
で
話
し
合
う
こ
と
が

平
野
地
区
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

昭
和
五
十
五
年
度
、
平
野
地
区
が
青
少
年

育
成
国
民
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
平
野
地
区
で
は
、
推
進
協
議
会
を

結
成
し
て
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

がどんな時しかりますか

(複数回符)

不
作
法
な
と
き

、k
d
v
l

弱
い
も
の
い
じ
め
を
し
た
と
き

佳
‘
明
.
-
-
ー
‘
け
ん
か
を
し
た
と
き

-
固
』
@
一
伴
内
‘

a
-
J『

‘

#
M
V

そ
の
他

V
夫
婦
の
役
割
分
担

何
よ
り
も
大
切
で
す
。

(
車
示
都
立
大
学
教
授

よ
り
)

詫
間
武
俊
氏
談

昨
年
、
平
野
地
区
で
実
施
さ
れ
た
「
青

少
年
育
成
に
関
す
る
調
査
し
よ
り
、
家
庭

学
習
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
そ
の
中
の
一
つ
で
、
昨

年
十
月
に
実
施
さ
れ
、
三
百
二
十
一
名
の
か

た
か
ら
回
答
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
に
母
親

65 
% 

夫
婦
で
協
力
し
合
う

24 
% 

主
に
父
親

7 
% 

わ
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

4 
% 

う
そ
を
つ
い
た
と
き

30 
% 

他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
と
き

27 
% 

勉
強
や
仕
事
を
途
中
で
や
め
た
と
き

18 
% 

17 
% 

3 
% 

3 
% 

2 
0ん



O

一
緒
に
遊
ぶ
と
き

ヴ

J
/
O

つω
O
一

O
仕
事
の
子
つ
だ
い

ハU
/
O

つ
μo一

O
風
呂
に
一
緒
に
入

'

ヨ

り

ム

/
O

一
〈

1
よ

O
一

O
勉
強
す
る
と
き

2
M
m
 

O
友
だ
ち
の
こ
と

O
テ
レ
ビ
の
内
容
に
つ
い
て

O
そ
の
他

O
学
校
・
勉
強
の
こ
と

O
友
だ
ち
の
こ
と

O
家
庭
内
の
こ
と

O
そ
の
他

12 7 17 
%%%  

7 16 26 51 
%%%%  

'v
叱
り
か
た
に
つ
い
て

子
供
が
よ
く
な
い
こ
と
を
し
た
と
き
に
、

し
か
る
の
は
当
然
で
す
が
、
子
供
自
身
が
し

か
ら
れ
た
意
味
を
納
得
し
な
い
限
り
は
そ
の

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

O
た
た
い
て
し
か
る
こ
と
も
あ
る
日
%

O
こ
と
ば
で
い
い
き
か
せ
て
、
た
た
く
こ
と

は

ま

っ

た

く

な

い

お

%

。
た
た
か
な
い
が
そ
の
他
の
罰
を
与
え
て
し

か
る

3
%

V
お
母
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て

最
も
身
近
な
お
母
さ
ん
と
ど
の
よ
う
な
ふ

れ
あ
い
を
も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

O
話

し

合

い

日

%

。
仕
事
の
手
つ
だ
い

m
M
m

O
勉

強

す

る

と

き

日

%

。

風

呂

に

一

緒

に

入

る

7

%

。

一

緒

に

遊

ぶ

と

き

5

%

おおず

V
お
父
さ
ん
と
会
話
す
る
場
合
の

話
題
に
つ
い
て

広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

V
お
父
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て

今
の
子
供
は
、
ど
の
よ
う
な
襲
五
に
お
父

さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

。
話
し
合
い

V
お
母
さ
ん
と
会
話
す
る
場
合
の

話
題
に
つ
い

τ

(7) 

O
よ
く
知
っ
て
い
る

O
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い

4 42 
%%  

V
外
で
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か

子
供
が
ど
こ
で
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い

る
か
危
険
防
止
の
上
か
ら
も
、
も
う
少
し
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

O
よ
く
知
っ
て
い
る
。

O
よ
く
知
ら
な
い

O
ま
っ
た
く
知
ら
な
い

4 4947 
%%%  

以
上
、
今
後
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
で
す

淘JlI美化月間
4月 1 日~4月羽田

い ち l 与 しかと いを川
も自プえ私ょん「大た美美建
の身ンてたうを肱洲しし化誌
でのスくち。姶川市まく月省
す;子ベれの で し民すす聞で

υ 、、 1 る生 るにの。る L t土

守ス水漏 のゴ心 這と J
りはとに はミ の 動 し 官
抜、車示 i問 ややふ 存てJ_;J
き私のい め 空る 実 a: 
たたオを まきさ 方笹川I~可
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56年からの

水田利用再編対策
第 2期対策

おおず広報

昭
和
五
士
二
年
度
か
ら
の
水
田
利
用
再
編

対
策
に
引
き
続
い
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
よ

り
第
二
期
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

米
の
需
給
状
態
は
、
依
然
と
し
て
過
剰
傾

向
に
あ
り
、
米
需
給
の
均
衡
を
回
復
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
米
の

需
要
に
適
切
に
対
応
し
う
る
生
産
体
制
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
で
は
、
第
二

期
水
田
利
用
再
編
対
策
と
し
て
、
六
十
七
万

七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
反
を
実
施
し
、
米
の

事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
を
七
百
三
十
五
万

ト
ン
に
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
洲
市
に
む
い
て
も
、
昭
和
五
十
五
年
度

の
目
標
面
積
に
比
べ
七
十
七
・
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
上
積
み
し
、
一
一
一
百
八
十
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
り
ま
す
。
こ
の
目
標
面
積
は
、
大
洲

市
の
水
田
面
積
の
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
米
の
事
前
前
売
申
込
限

度
数
量
も
百
三
十
一
一
下
ン
減
ら
し
、
千
六
百

A

一
十
九
ト
ン
と
な
り
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

大
変
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
米
の
需
給
事
情

を
み
ま
す
と
、
消
費
は
年
々
減
退
し
て
お
り
、

大
幅
な
減
反
も
い
た
し
か
た
の
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昭
和
五
十
五

年
度
は
、
目
標
の
面
積
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
度
の
集
落
ご

と
の
目
標
面
積
は
、
地
区
長
さ
ん
に
ご
連
結

い
た
し
ア
お
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
こ
の
町
四

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
転
作
に
対
し
ま
し

て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
わ
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
申
し
出
書
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に

提
出
を
わ
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
農
業
開
発
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
5
3

土
地
取
引
の
届
出
制
度

二
疋
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
両
当

事
者
(
売
買
の
場
合
は
売
り
主
と
買
い
主
)

に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
っ
て
、
届
け

出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に

取
引
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
あ
る
市
町
村
の

長
を
経
由
し
て
知
事
に
、
取
引
で
予
定
し
て

い
る
代
金
の
額
、
そ
の
土
地
の
利
用
目
的
な

ど
を
記
入
し
た
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
屈
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
、
六
ヶ
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
た
り
、
税
法
上
の
特
典
を
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取
引
の

面
積
は
次
の
面
積
以
上
の
場
合
で
す
。

。
都
市
計
画
区
域
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

O
都
市
計
画
区
域
外
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

届
出
制
度
の
目
的
は
、
土
地
の
投
機
的
取

引
の
防
止
と
地
価
高
騰
を
抑
制
し
、
適
切
な

土
地
利
用
を
図
る
ご
と
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
と
ご
ろ
ま
で
わ
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

。
県
庁
都
市
計
画
課

宮

0
8
9
9
⑪
2
1
1
1
内
線
3
4
5
8

0
市
役
所
市
長
公
室

合
④
2
1
1
1
内
線
2
0
3

E'~端屯~ヨZ星通E量錨圃

四
月
か
ら
、
国
民

年
金
の
保
険
料
が
一

ヶ
月
四
千
五
百
円
に

改
定
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
生
活
や
障

害
者
と
な
っ
た
時
の

支
え
と
な
る
国
民
年

金
は
、
そ
の
値
打
ち

が
下
が
ら
な
い
よ
う

に
、
物
価
の
変
動
に

応
ビ
て
年
令
額
の
ス

ラ
イ
ド
を
行
う
な
ど

毎
年
の
よ
う
に
給
付

額
の
改
普
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
も

物
価
の
上
昇
率
を
超
え
る
年
金
給
付
額
の
改

善
が
七
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

お
金
は
、
み
な
さ
ん
が
納
付
さ
れ
る
保
険
料

の
積
立
金
と
、
国
庫
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

健
全
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
年
金
額
の

ア
y
プ
に
と
も
な
っ
て
、
払
い
込
む
保
険
料

も
改
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
保
険
料
の
額
が
問

け
か
ら
四
千
五
百
円
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
協
力
く
だ
さ
い
c

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
交
長
に
お
問

げ
い
ム
口
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
3
2
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①
 

心
身
障
者
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
旦

位;jjy

で
す
。障

害
を
も
っ
人
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん
な
が
平
等
に

暮
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
守
つ
く
り
を
し
よ
う

と
い
う
年
|
|
「
国
際
障
害
者
年
L

に
当
た

っ
て
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
心
身
障
害
者
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ

な
制
度
や
団
体
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

重
度
障
害
者
の
日
常
生
活
用
具

能
障
害
二
級
以
上
)

V
費
用

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
わ
よ
び

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
で
す
。
そ
の

他
の
か
た
は
、
所
得
税
の
額
に
よ
り
一
部

負
担
を
わ
願
い
し
ま
す
。

V
お
問
い
合
わ
せ
先

申
し
込
み
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
福

祉
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
④
2
1
1
1内
線
2
4
6

心
身
障
害
者
の
団
体

大
洲
市
身
体
障
害
者
協
妻
宮

四
月
六
日
か
ら
四
月
十

六
日
ま
で
の
十
日
間
、
全

固
い
っ
せ
い
に
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
し
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
広
く
県

民
に
交
通
安
全
思
想
を
普

及
徹
底
し
、
正
し
い
交
通

ル
h
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
蚕
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
、

つ
ぎ
の
三
点
で
す
。

一
、
妻
付
者
、
特
に
子
供

の
交
通
事
故
防
止

二
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

三
、
無
謀
運
転
の
追
放

交
通
安
全
ジ
ュ
ウ
タ
ン
作
戦

期
間
中
に
岳
会
版
県
下
で
は
、
交
通
指
導
員

な
ど
の
協
力
を
得
て
「
交
通
安
全
ジ
ユ

。
目
的
会
員
が
自
ら
進
ん
で
、
そ
の
障

害
を
克
服
し
、
健
全
な
社
会
経
済
活
動
に

参
加
す
る
た
め
、
文
化
的
教
養
の
向
上
と

技
術
の
修
得
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
会

員
相
互
の
福
祉
の
増
進
と
親
睦
を
図
る

0

0
事
業
身
体
障
害
者
体
育
大
会
、
研
修
旅

行
、
身
体
障
害
者
福
祉
の
つ
ど
い
(
技
能

競
技
大
会
、
福
祉
展
)
、
会
員
の
更
生
相

談
・
指
導
な
ど

O
会
長
幸
崎
猶
行
(
若
宮
)

O
会
員
四
百
五
十
名

O
事
務
局
大
洲
市
福
祉
事
務
所
内

包
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6

ウ
タ
ン
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
通
事
故
の
多
発
地
点
そ
の
他

危
険
ケ
所
を
重
点
に
街
頭
指
導
体
制
を
確
立

し
て
、
交
通
弱
者
の
保
護
誘
導
活
動
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
を
喚

起
し
、
安
全
運
転
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。存の全国交通安全運動 | 
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者

昭
和
一
的
年
1
丹
生

一
波
ム
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ケ
バ
児
健

児昭
和
記
年
9
月
余

昭
和
防
相
T
4
丹
生

-
放
北
地
尽
の
み
で
す
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日
時
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tepH
時

大
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市
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生
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相談ごと案内
ぃγれも燃料でずので、お気

軽;こご利浴下ちい。

b交通泰故相談

とき4Jヲ 8 臼 loa寺~16ff寺

4汚20日ク

とごろ 市役所第一会議烹

傍人権相談

と き 4Fl20B 13l!;i'~16自寺

ところ 社会機祉協議会事務潟

険心配ごと相談

と恭 4月 1日

4月10日

4月27日ク

ろ 役会手話祉協議会導務総

砂家庭児童設相談尽

と き 毎日の紋務苦手間中

ところ 大洲市福祉挙務所

惨行政穏談

と き 4 Fl22B 10喜多~15B寺

ところ 大洲市災会館

三妻、がtL討会は議話で

密告37 9 (ヨミァト()

b税務椴談

と 今 4 .916日 10氏子…15自寺

ころ :大洲商工会議所

続当 高松国税総税務相談室

験不動産相談

と き 4Fl15B 9 時~16雲寺
ところ 宅地怒物取引業協会火

m'lョ吃音s(繍ブヂニにダ、内
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月
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臼 体
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急
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診
事

大
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鏡
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必
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刻
一
戸
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科
病
続
投
岳
5
1
0
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大
洲
中
央
病
院
合
(
場
長
5
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1
A

菊
原
外
科
医
鰐
俊
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4
6
4
6

清
水
内
科
歳
院
告
や
2
0
2
2

市
立
大
洲
病
院
怨
巷
2
1
5
1

予
防
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
制
判
定

-
B
C
G

昭
和
口
付
年
日
開
け
1
日
か
ら
昭
和
田
年
ou
月

初
日
ま
で
に
生
哀
れ
た
か
た
。
ま
た
、
昭
和

問
年
4
n
1
日
か
ら
昭
如
臼
年
od
月
初
臼
ま

で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
一

13日寺ι16詩寺
φ 

で
い
な
い
か
た
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封

新

谷

町

金
一
封
〈
寒
行
の
一

大
洲
市
仏
教
会

以
上
、
社
会
議
祉
事
業
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
七
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
税
協
議
会

※

※

※

 

金
一
封
八
多
響
町
土
居
繁
感

八
星
高
度
社
会
福
祉
協
整
式
活
動
の
た

め
預
託
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
、
さ
い
ま
し
た
。 八

多
喜
町
中
野
ト
ラ
ノ

護軍
襲警費

ヌヨて

関
知
運
動

3
月
刊

M
E
1
4月
刊
器

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
多
発
す
る
犯
採
の
防
止

と
、
少
年
た
ち
の
本
索
、
進
学
時
に
目
立
つ

非
行
と
泰
紋
を
妨
ふ
ん
す
る
た
め
、
三
月
十
五

ほ
か
三
ヶ
バ
問
、
「
審
の
防
犯
逮
静
が

ぜ
い

開
少
年
の
一
芝
山
訪
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